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健康長寿社会のための health promotion の 
身体活動促進に関する研究
The Promotion of Physical Activity as a Health Promotion for  



































るものの、健康寿命（WHO、World Health Report、2016）は 73.0 歳であり、平均寿






















表 1　身体活動実践の基準と 2017 年度の実践率
高齢者の身体活動の実践基準 HP2020 目標 2017 年
有酸素身体活動
中強度：2 時間 30 分以上／週










1 回 10 分以上、1 日の合計 30 分以上、
週 5 日以上




































動と健康との関係、第 2 世代は病疫学の観点の研究、第 3 世代は個人的なレベルと社















































への参加人口の増加より身体活動の未実践の生活習慣の人口を基準に 2025 年 10％、
2030 年 15％減少させる目標を立てて身体活動の未実践の生活習慣の改善を戦略目標の
指標で強調している。





















































































を使用して 2000 年以後の身体活動と身体活動の促進にて検索した結果 208 件の論文が
検索され、その中で 27 件の論文を第 1 世代 ── 身体活動と健康との関係、第 2 世代 ─
─ 病疫学の観点の研究、第 3 世代 ── 個人的なレベルと社会的なレベルの介入効果、





















身体活動に関する研究である第 1 世代 ── 身体活動と健康との関係、第 2 世代 ─


























































2000 年以降の第 4 世代 ── 環境と身体活動の関係、環境を利用した介入方法に分けて
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